






写真 T-5東壁断面

た国人領主層の脚下では、多くの被官層が成長し、彼

らはそれぞれ城館の築造を始めた。(略)このことが湖

北に多くの域館を生ましめた 1つの要因であった。他

の lつに生産力の高さがあったことはその分布の地理

的偏在性から推測可能でトある。Jとされており、絶対的

な権威⑨である浅井氏への服従と、狭小的な所領では

経済面において逼迫し、小規模のものしか築城できな

かったのではないか。

『総持寺文書jによれば、城主は垣見氏の一族の分

家 とされており、その子孫は箆と名を改めている⑩。壇

見氏は、浅井家の家臣で、神崎郡垣見(能登川町)の

出と伝えられ、現在も市内宮司町の城館跡(垣見氏館

跡)には子孫の方が住んで、いる。垣見氏は忠実な浅井

家の家臣であったと伝えられ、武功の家柄であったこ

とがうかがえる。今後の調査で、謎の多い塩見氏に光

をあてることカヲできるだろう。

写真 2 T -9検出遺構

今西、この稿を書くにあたり

職場において大東城を大東遺跡

の中に含めて、特別に大東城と

いう名称.を使うべきではないと

の意見を受けたが、大東城は城

館であり、中世封建体制の生産

構造である封建領主と領民との

関係が明確にみられる遺跡であ

るため、大東城という名称が妥

当であろうと考えてよ いのでは

ないだ、ろうか。何世紀にも亘る

集落遺跡であって、支配体制と

生産構造の変化によって新しく

生み出された所産(遺構)には、

一線を画して新たな名称をあた

えるべきではないだ、ろうか。これは今後とも継続して

論議する必要があると思われる。

最後に、小稿をまとめるにあたり 長浜市立長浜城博

物館学芸員太田浩司氏の御教示を得た。記して感謝い

たしたい。(西原雄大)
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